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☆ 

ク
リ
ス
マ
ス
に 

や
っ
て
き
た 

☆ 

十
二
月
二
十
五
日
、
苑
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。 サ

ン
タ
さ
ん
は
苑
の
二
・
三
階
を
ま
わ
り
、
利
用
者
一
人

ひ
と
り
の
手
を
と
り
、
や
さ
し
く
話
し
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
ド
リ
ン
ク
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

サ
ン
タ
さ
ん
を
見
た
利
用
者
は
拍
手
で
迎
え
た
り
、
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
ド
リ
ン
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
り
と
、
後
に

そ
の
出
来
事
を
笑
顔
で
職
員
に
報
告
し
て
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
た
だ
い
た
川
西
様
、
加
藤
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

サ
ン
タ
さ
ん
が 

メ
リ
ー 

ク
リ
ス
マ
ス
！ 

年
頭
の
挨
拶 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

今
の
世
の
中
、
私
た
ち
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
何
か
と
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
送
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
介
護
業
界
に
お
い
て
も
心
身
疲
労
に
よ
り
メ
ン
タ
ル
障
害
の
多
発
が
顕
著
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
々
の
生
活
に
流
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
さ
れ
、
心
を
休
め
る
暇
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
時
ほ
ど
一
度
立
ち
止
ま
り
、
己
を
顧
み
る
時
間
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

 

『
脚
下
照
顧
』
。
寺
院
の
玄
関
や
料
理
店
の
入
り
口
な
ど
で
こ
の
文
字
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？ 

玄
関
に
あ
る
の
で
「
履
物
を
揃
え
な
さ
い
」
と
か
、
「
段
差
に
注
意
」
と
い
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
四
文
字
に
は
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

 

『
脚
下
』
と
は
、
ま
さ
に
自
分
の
足
元
の
こ
と
。
自
身
の
現
状
を
指
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
『
照

顧
』
を
加
え
れ
ば
…
。
も
う
お
わ
か
り
で
す
よ
ね
。
要
す
る
に
「
自
分
を
振
り
返
っ
て
見
な
さ
い
」
と

い
う
意
味
で
す
。
今
、
自
分
は
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
？ 

ど
ん
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
る
の

か
？ 

そ
う
し
た
こ
と
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
、
次
に
と
る
べ
き
行
動
に
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
と
い
う
教
え
で
す
。 

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
現
場
の
介
護
職
員
を
は
じ
め
と

す
る
全
職
員
が
施
設
理
念
の
下
、
心
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
職
員
が
、
い
か
に
「
や
る
気
」
や
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
持
続
で
き
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
介
護
報
酬
改
定
３
％
ア
ッ
プ
、
ま
た
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
等
は
、
ま
さ

に
介
護
現
場
の
職
員
の
処
遇
改
善
、
職
場
の
環
境
改
善
で
あ
り
、
職
員
の
や
る
気
を
起
こ
し
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
安
定
し
て
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
す
る
と
と
も
に
、
施
設
職
員
と
し
て
今
ま
で
提
供
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を

『
脚
下
照
顧
』
し
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

施
設
長 

山 

口 

卓 
哉

・ 
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・２１番館は長尾町へ満開になったコスモス畑の見学に行きました。

・デイサービスルームにて、獅子舞の慰問があり迫力ある踊りを見せ

ていただきました。 

・地域交流ルームにて、ドリームベル様が来られ一生懸命練習してい

ました。 

・個性あふれる手作りツリーやサンタの飾り付けが施され、きれいなイルミネーションによって法寿苑全体がク

リスマスムードに包まれています。 

・２３番館では漬物用に大きな大根を干しました。出来上がりが楽しみです。 

・２２番館ではクリスマスケーキをみんなで協力して作りました。苦労したかいもあり格別の味でした。 

・各ユニットにて忘年会が行われました。サンドイッチパーティー・仮装パーティー・職員による演奏（サック

ス・カホン）・鍋パーティー・にぎり寿司とノンアルコールビール等で乾杯し盛り上がりました。 

・１階テラスでホクホクの焼き芋を作りました。 

・２３番館はみんなでアツアツのたこ焼を作りました。 

・３２番館ではしっぽくうどんを作りました。 

・地域交流ルームにて、ボラえもん様の慰問がありました。

法寿苑の思い出 3ヶ月
シ 
 リーズ

1 0 月

1 １ 月

1 ２ 月



 

二
十
四
番
館
で
は
、
利
用
者
個
々
の
特
技
、
嗜
好
、
生

活
動
作
（
残
存
能
力
）
を
生
か
し
、
手
作
り
お
や
つ
や
炊

飯
、
お
抹
茶
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
職
員
が
積
極
的
に
企

画
し
て
い
ま
す
（
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
ボ
ー
ル
・
く
る
み

餅
・
お
好
み
焼
き
等
）
。
女
性
陣
は
特
に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
、
作
る
も
の
は
い
つ
も
納
得
の
出
来
栄
え
で
す
。 

 

十
二
月
に
は
具
材
も
全
て
利
用
者
リ
ク
エ
ス
ト
の
鍋

を
計
画
し
、
み
ん
な
で
鍋
を
囲
み
会
話
も
弾
み
な
が
ら
食

し
ま
し
た
。
「
毎
日
鍋
で
も
い
い
か
も
」
な
ん
て
声
も
聞

く
こ
と
が
で
き
大
成
功
で
し
た
。 

ま
た
、
季
節
感
の
あ
る
物
を
取
り
入
れ
、
秋
に
は
ど
ん

ぐ
り
を
使
っ
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
た
り
、
冬
に

は
ゆ
ず
風
呂
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
家
族
と
の
信
頼
関

係
も
厚
く
安
心
し
て
毎
日
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
季
節
の
お
花
を
家
族
の
方
が
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
り
、

リ
ビ
ン
グ
は
い
つ
も
華
や
か
で
す
。 

 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ユニットの自己紹介～今回は２４番館です～☆ 

 
 

 
 

 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
月
二
十
六
日
公
渕
公
園
へ
菊
花
店
見
学
！



           

 

入

居

中

の
医

療

に
関

す

る

内

容 

利
用
者
と
の
人
間
関
係
に
関
す
る
内
容 

施

設

の
対

応

に

関

す

る

内

容 

職

員

の
対

応

に

関

す

る

内

容 

介

護

方

法

に

関

す

る

内

容 

０
件 

０
件 

０
件 

０
件 

０
件 

 
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
身
体

面
（
入
浴
・
オ
ム
ツ
交
換
）
や
生
活
面
（
掃
除
・
洗

濯
・
調
理
）
等
身
の
周
り
の
お
世
話
を
い
た
し
ま

す
。 

苦
情
受
付
状
況 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
月
～
十
二
月 

 

 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
多
く
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
パ
ワ
ー
全
開
で
利
用
者
に
毎
日
楽
し
く
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

苦
情
・
要
望
等
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
事
業
所
の
受

付
担
当
者
（左
記
参
照
）
ま
で
お
電
話
で
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 ・特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

駒
井 

伸
行 
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イ
サ
ー
ビ
ス
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河
野  

敬
三  
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・老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
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赤
木  

早
苗  

℡ 

8
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2
‐
5
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0

・ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

堀  

麗
子 

 
 

℡ 

8

3

2
‐
5

7

6

8

 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

（
祝
日
も
営
業
）
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
開
所
し
て
お
り

ま
す
。
見
学
等
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

 

日
帰
り
旅
行 

―
三
施
設
合
同
つ
ど
い
事
業
― 

毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い

る
方
を
中
心
に
、
松
山
方
面
へ
の
日
帰
り
旅
行
を
企
画
し
、

十
一
月
十
日
に
福
祉
用
具
の
工
場
見
学
を
兼
ね
て
行
っ
て

来
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
愛
媛
県
の
福
祉
用
具
製
造
会
社
『
い
う
ら
』

を
見
学
し
ま
し
た
。
普
段
自
宅
や
施
設
で
使
わ
れ
て
い
る

福
祉
用
具
が
作
ら
れ
て
い
る
過
程
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

工
場
見
学
の
後
に
は
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
実
際
に
商
品

を
見
て
触
れ
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
福
祉
用
具
は
手
作

り
の
部
分
が
多
く
、
大
量
生
産
が
出
来
な
い
為
に
高
め
の

値
段
設
定
に
な
っ
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
、
購
入
の
値

段
を
見
て
み
な
さ
ん
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
利
用
の
際
に
は
負
担
を
抑
え
る
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
相
談
し
て
、
そ
の
方
に
合
わ
せ
て
レ
ン
タ
ル
等
の

活
用
も
あ
る
事
を
説
明
す
る
と
皆
さ
ん
納
得
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

道
後
温
泉
『
大
和
屋
本
館
』
に
て
昼
食
を
と
っ
た
あ
と

は
、
道
後
温
泉
街
を
散
策
し
た
り
、
お
土
産
な
ど
の
買
い

物
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。 

 

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ご
相
談

・
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

の
作
成
を
い
た
し
ま
す
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

介
護
老
人
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方

が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、
安

心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う

お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。 



‐‐‐
寄寄寄
付付付
・・・
慰慰慰
問問問
‐‐‐   

あ
た
た
か
い
御
厚
情
の
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 

[

平
成
二
十
一
年
十
月
～
十
二
月] 

順
不
同 

《
寄
付
物
品
》 

高
﨑
正
峙
様
、
松
永
様
、
天
野
キ
ミ
様
、
矢
野
勲
様
、
古
市
征
様
、
福
井
ミ
サ
ヲ
様
、
造
田

周
一
様
、(

有)
山
田
石
材
様
、
楠
ユ
キ
子
様
、
宮
脇
實
様
、
大
川
朝
夫
様
、
中
原
健
様
、
山

下
昇
様
、
竜
雲
舜
虹
苑
様
、
正
岡
英
秋
様
、
藤
本
様
、
十
河
様
、
十
河
雅
典
様
、
森
田
裕
様
、

日
下
美
千
代
様
、
河
野
和
男
様
、
梶
木
京
子
様
、
吉
川
清
子
様
、
藤
野
裕
子
様
、
村
上
静
子

様
、
佐
藤
惠
一
様
、
総
本
山 
善
通
寺
様
、(

有)

完
土
様
、
藤
川
冨
恵
様
、
西
岡
様
、
福
井

二
郎
様
、
山
田
米
子
様
、
滝
川
美
子
様
、
津
田
和
美
様
、
橋
本
由
美
様
、
出
石
ナ
ミ
様
、
岡

本
ユ
キ
エ
様
、
水
野
直
樹
様
、
上
柿
敏
代
様
、
太
田
義
道
様
、
佐
伯
典
子
様
、(

有)

国
方
呉

服
店
様
、
宮
井
恵
子
様
、
上
柿
浩
司
様
、
中
塚
孝
様
、
三
角
武
様
、
栁
原
ア
サ
ヱ
様
、
内
海

良
夫
様
、
佐
藤
ツ
タ
エ
様
、
栄
光
寺
池
田
宗
弘
様
、
加
藤
ヤ
ス
子
様
、
山
本
登
美
子
様
、
木

村
剛
様
、
中
川
忠
士
様
、(

株)

四
国
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
様
、
上
原
正
明
様
、
木
村
マ
ス
ミ

様
、
戸
田
令
子
様
、
平
井
貞
子
様
、
吉
田
博
子
様
、
斎
藤
令
子
様
、
松
原
様
、
木
村
ヨ
シ
ヱ

様
、
江
原
一
夫
様
、
寺
岡
淳
子
様
、
森
松
様
、
和
田
孝
雄
様
、
刘
恩
登
様
、
平
野
健
治
様
、

古
田
裕
子
様
、(

株)

ア
ー
ル
シ
ー
エ
ス
様 

《
寄
付
金
》 

高
﨑
正
峙
様
、
冨
野
義
治
様
、
木
村
保
男
様
、
佐
々
木
哲
夫
様
、
荒
井
ツ
ユ
コ
様
、
木
村
明
・

寿
満
子
様
、
萬
生
寺 

高
田
隆
寛
様 

《
御
慰
問
・
御
奉
仕
》 

讃
岐
な
か
よ
し
連
様
、
ボ
ラ
え
も
ん
様
、
古
田
裕
子
様
、
津
田
和
美
様
、
ゆ
り
友
の
会
様
、

フ
ラ
グ
ル
ー
プ 

レ
イ
・
ナ
ニ
様
、
川
西
様
、
加
藤
様

 男 性 女 性 全 体 

入所者数（人） 11 39 50 

平均介護度 3.55 3.62 3.60 

平均年齢（歳） 82.4 86.0 85.2 

最高齢（歳） 92 104  

最低齢（歳） 64 66  

特別養護老人ホーム 法寿苑 
〒760-0080 高松市木太町 7 区 3308 番地 
(代表) TEL : 087-832-5500 

FAX : 087-832-5530 
 
法寿苑デイサービスセンター 

TEL : 087-832-5680 
法寿苑老人介護支援センター 

TEL : 087-832-5400 
法寿苑ヘルパーステーション 

TEL : 087-832-5768 
 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kouzenkai.jp 
(弘善会ホームページよりお入りください) 
E-mail houjyuen@kouzenkai.jp 

個
人
情
報
保
護
の
為
、
名
称
の
公
表
を
差
し
控
え
た
い
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し
出
下
さ
い
。 

≪配食ボランティアさん募集≫ 
法寿苑では、木太地区の高齢者を対象に手作りのお弁当（昼食）をお

届けしています。つきましてはお弁当配達のご協力をお願いしていま

す。ご協力していただける方は下記までご連絡ください。 
（配達希望日時） 
月～土曜日（祝日は除く）の 11:45～12:30 の間で配達可能な方

問い合わせ：法寿苑老人介護支援センター TEL087-832-5400 

＊1月 1 日現在 特養の現状＊ 

‐‐‐
防防防
災災災
訓訓訓
練練練
‐‐‐   

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日
と
十
二
月

十
六
日
に
、
当
苑
に
て
地
震
等
の
災
害
に
伴
う

自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

十
一
月
十
六
日
の
訓
練
で
は
、
災
害
発
生
後

の
食
事
の
確
保
と
い
う
視
点
か
ら
、
施
設
内
に

備
蓄
し
て
い
る
燃
料
や
食
糧
を
使
用
し
て
、
屋

外
で
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。 


